





























































































































































































































































































































































風化土名 花こう岩 せん緑岩 流紋岩系 安山岩系
風化砂質土 風化砂質土 風化砂質土 風化砂質土
試料　名 生　駒　B 花屋敷　A 市之瀬　A 二　上　A
細粒分の 石英・長石・ 長石・カオリ 石英・長石・ カオリナイト
鉱物 雲母・カオリ ナイト・イラ カオリナイト ・ハロイサイ





9．8 16．8 17．8 24．0
比　　　重 2．65 2．67 2．65 2．66
pH 5．4 4．4 5．3 5．7
強熱減量














採　　取　　地 試 料　　名 風　化　土　名
大東市竜間 生駒A， B 花こう岩風化砂質土
神戸市東灘区渦ケ森 六甲B 同　　上
大津市田ノ谷峠 比エイA， B，C 同　　上
三田市市之瀬 市之瀬A， B 流紋岩系風化砂質土































































































































































































































































































































∨L 〉　　　　　　　　　　　■@　．°　　■怐@　●　　●　　　　・ A9、 ’ ’ 供式体







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 1 11 0 0
10．8
10 15 34 0 0
（0．35）
花こう岩 20 31 62 4 12
風　化　土
（生駒B） 5 2 9 0 0
14．3
10 13 29 0 0
（0．29）
20 26 54 5 12
5 1 13 0 0
15．4




20 39 82 5 15
（花屋敷A） 5 3 19 0 0
18．8
10 24 58 0 0
（0．60）
20 51 108 9 23
5 1 11 0 0
12．4
10 15 38 0 0
（0．43）
流紋岩系 20 35 74 1 8
風　化　土
（市之瀬A） 5 2 16 0 0
18．3
10 21 50 0 0
（0．55）
20 46 95 7 20
5 1 10 0 0
17．0




20 28 61 1 6
（二上A） 5 1 13 0 0
25．1
10 17 44 0 1
（0．56）


































































































































































































































































地盤厚 締固め荷重q（t／㎡）風化土名 含水比（％） H（m） 5 10 30
5 22 4 0
花こう岩 10 35 16 0
風　化　土 10
（生駒A） 20 41 21 0
30 41 21 0
5 50 9 0
せん緑岩 10 101 56 0
風　化　士 16
（花li叉A） 20 135 115 20
30 172 131 34
5 33 4 0
安山岩系 10 65 31 0
風　化　土 25
（，上A） 20 100 65
7
















































































θ（度） 1（m） σ。（t／m2） σ（t／m2）s∫（t／m2）sノ・^（t） Wsinθ①備考
1 2．0 1．75 1．8 2．0 29．99 0．87 4．20 8．400．06
2 2．0 4．96 5．5 2．0 29．87 2．45 5．7011．46 0．48
3 2．0 7．75 9．2 2．0 29．63 3．77 6．80 13．80 1．27
4 2．0 10．10 12．8 2．0 29．25 4．80 7．50 15．382 25
5 2．0 12．01 16．6 2．0 28．77 5．51 7．80 16．30 3．44
6 2．0 13．45 20．5 2．1 28．17 5．70 7．90 16．834．72
7 2．0 14．38 24．4 2．2 27．44 5．96 8．00 17．60 6．12
8 2．0 14．76 28．5 2．2 26．58 5．70 7．80 17．78 7．04
9 2．0 14．52 32．7 2．3 25．62 5．14 7．40 17．617．86
10 2．0 11．75 37．1 2．5 24．57 3．74 6．30 15．817．11
11 3．0 7．24 45．2 4．1 22．44 1．20 4．10 16．89 5．14
合計 167．8745．38
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　これによると土塊の滑動モーメントは，
　　　M』ニRΣwsinθニ31．5×45．4＝1433．3t・m
また抵抗モーメントは，
　　　M，＝RΣsf・Z＝31．5×167．9＝5288．9t・m
したがって，安全率は式（11・3）より，
Fs一aGii：i－3・69
となる。
2）種々な条件にお』ける解析結果
　次のような条件を設定して，wが約10％の花こう岩風化土を材料として一様に締
固められる盛土斜面の安定計算を行った。この土のせん断試験および圧縮試験の結
果は，それぞれ図6・1および図4・2に示されているものである。図4・2のe
～log　p曲線から，下記の締固め荷重q（一σvc）において想定されるγを求めた。
　a）盛土高さH：5，10，15，20m
　b）斜面こう配：1割8分（約29°）
　c）締固め荷重：10，30，100t／㎡
　d）Kn値：0．5
　e）すべり面：単純円弧として基盤を切らないものとする。
　解析結果を図11・3～11・5に，そしてH，qおよびFsの3者の相互関係を図11
・6にまとめて示す。
　各図から分かるように，qが大なほど，そしてHが小なほどFsは大となり，Hが
小になるほどqの増加に伴ってFsの増加割合が大になることが分かる。臨界円の天
端を切る位置は，Hが5，10および20mの盛土において，それぞれ，のり肩から2
’～ Rm，4～6mおよび5～9mで，　Hが大なほどその距離は大となる傾向がある。
そして，この臨界円の半径は，いずれの条件においてものり先において地盤に接す
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，図11・3
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図11・5　臨界円と安全率
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図11・6　p，HおよびFsの関係
　　　（水平地盤上の盛土）
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図11・7　Kn値と安全率
●
る円孤となった。
　なお，Kn値の差異によってFsがどれほど変わるかを知るため，多数の解析を行っ
た。結果例を図11・7に示す。図のようにKnニ0～0．5でFsの値はそれほどの変化
はなく，例えばH＝5．Om　q＝30t／㎡の場合，K。＝0およびK。－0．5のFsはそれぞれ
4．92および5．18で，安定解析に際しては安全側にKn・＝0としてもよい。
」
11．4　結 論
　以上のように本章では，堅固な水平地盤に築造される盛土について，締固め圧を
考慮した斜面の安定解析法について述べ，あわせて種々の条件下における解析結果
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を示し考察を加えた。この結果によれば，締固め荷重が大きいほど，そして盛土高さ
が小さいほど安全率は小となり，盛土高さが小さくなるほど締固め荷重の増加に伴って
安全率の増加割合が大になることが明確に分かった。
，
一87一
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